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水あそび大好き !!
～村田保育所プール開き～

今月の主な内容
● 特集 
　学校給食センター完成・・・・・・・・・・・・・・・2
● まちの話題
　各種表彰、友好親善交流派遣事業　ほか・・・・       ４
● まちのスポーツ
　中学校総合体育大会　ほか・・・・・・・・・・・・11

７月２日、村田保育所でプール開きが行われました。新しくなったプールで
園児たちは気持ちよさそうに水しぶきを上げ、元気いっぱい遊んでいました。

観光ＰＲキャラクター
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村田町学校給食センター完成

　かねてより建設をすすめてまいりました学校給食センター工事は、６月中旬に竣工し、
７月 16 日に開所式を行いました。
　開所式には、町内の児童生徒の代表も加わり、生徒代表のことばやテープカットが行わ
れました。その後、出席者はセンター内を見学しました。
　給食センターは、夏休み明けの２学期から町内小中学校に給食の提供を行います。

　去年から学校のとなりに給食センターがで

きると聞いて、とてもわくわくしていまし

た。多くのトラックやクレーン車が校舎から

見え、何もなかった土の上にとても大きくて

存在感のある建物ができました。２学期から

ここで僕たちの給食が作られます。

　僕たちの楽しみの一つは給食です。友達と

メニュー表を見て好きな献立をチェックする

のも楽しい時間です。少し苦手なものが出て

も味付けが工夫されていたり、食べ物の効果

について栄養士さんがきて説明して下さるの

で好き嫌いを克服した友達もいます。

　また、給食には村田町の地場産品が多く使

われています。村田町のお米や野菜はどれも

おいしくて元気になれます。そらまめの入っ

たかき揚げやトウモロコシみらいも大好きで

す。

　これから新しい村田町給食センターで作ら

れるメニューもとても楽しみです。おいしい

給食をしっかり食べ、丈夫な体と心をつくっ

ていきます。そして食についても関心を持ち

たいと思います。

村田第二中学校

２年 山
や ん べ

家 玲
れ

士
お

さん

●●●●●●●●生 徒 代 表 の こ と ば

▲児童生徒の代表も加わり行われたテープカット

　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
国
の
学

校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
対
応

し
て
お
り
、
食
材
の
荷
受
け
か

ら
給
食
の
配
送
ま
で
の
流
れ
を

一
方
通
行
に
し
た
、
衛
生
面
に

配
慮
し
た
施
設
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　「
村
田
町
学
校
給
食
基
本
方

針
」
の
中
の
「
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
広
が
る
お
い
し
い
学
校

給
食
」を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

セ
ン
タ
ー
内
に
様
々
な
調
理
設

備
を
取
り
入
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
紹
介
し
ま
す
。
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揚げ物、焼き物、蒸し物料理
を行います。手作りソース等
をプラスできます。

食器、食缶、コンテナの洗浄
を行います。

給食はクラス毎に食缶に詰め、その食缶を
学校毎のコンテナに入れます。

２階の会議室や通路の窓から、調理作業を
見学できます。

町内産の“炊きたてのご飯”のほか、人気
が高い具だくさんの混ぜごはんやピラフ
なども作ることができます。

おかず毎に皿に盛るために三種類のお皿
と飯椀・汁椀を導入し、多様なメニューに
も対応します。

感染性胃腸炎等の流行時に、洗浄室に入る
前段で、学校から届く食器や配送用コンテ
ナに付着するウイルスを殺菌します。

配送時間の短縮のため、配送車 2台で各
学校へ届けます。

災害時には、炊飯施設と非常電源装置によ
り、炊き出しが可能となります。

食材を切り、煮込み料理を始
め、炒めものやボイルなど様々
な加熱調理を行います。

10名程度の食物アレルギー対
応食調理が可能です。

野菜類と肉・魚・卵等を分けて食材を受け入れます。また、泥付
野菜を洗浄する部屋も用意し、町内産の旬の野菜のおいしさを届
けます。

肉・魚・卵類下処理室 野菜類下処理室

③揚げ物・焼き物室

⑤洗浄室

⑧配送室

調理見学スペース（2 階）

⑦炊飯室

多種類の食器

⑥ウイルス対策室

配送車

災害時対応

②調理室

④アレルギー食調理室

①検収室・下処理室

１階　平面図

①

①

①⑤

②

⑥

③

⑦

④

⑧

施設概要

▼所在地　沼辺字二丁町 78

　　　　　　　（村田第二中学校北側）

▼構造　鉄骨造２階建て

▼延べ床面積

1107.9 平方メートル

▼最大提供数　1,000 食
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国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
か
ら

表
彰
状
贈
呈

高
橋
又
男
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
受
章

齢
者
見
守
り
に
関
す
る
協
力
協
定
を

締
結
し
ま
し
た

全

故

高　
七
月
二
日
、
村
田
町
と
町
内
で
河
北
新
報
を
販

売
し
て
い
る
三
つ
の
販
売
所
は
、「
高
齢
者
見
守

り
の
取
り
組
み
に
関
す
る
協
力
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
町
と
新
聞
販
売
所
が
連
携
し
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
営
め
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
新
聞
販
売
所
が

行
っ
て
い
る
新
聞
配
達
、
集
金
等
を
行
う
際
に

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
し
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
を
地
域
で
見
守
る
体
制
づ
く
り
の
一
端
を
担

う
も
の
で
す
。
配
達
員
が
気
に
な
る
こ
と
や
異
変

に
気
付
い
た
場
合
、
高
齢
者
担
当
の
健
康
福
祉
課

に
連
絡
し
、
緊
急
時
は
直
接
警
察
や
消
防
な
ど
に

連
絡
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
多
年
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
人

権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
、
寺
島
正
子
さ
ん
（
関
場
）
に
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
よ
り
、
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

寺
島
さ
ん
は
平
成
十
九
年
か
ら
人
権
相
談
、
人

権
侵
犯
に
関
す
る
調
査
・
救
済
活
動
、
人
権
啓
発

活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権
を

守
る
た
め
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
多
年
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し
て
町
政
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
故
高
橋
又
男
氏
に
旭

日
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
橋
氏
は
平
成
三
年
に
町
議
会
議
員
に
初
当
選

し
、
以
来
十
二
年
の
長
き
に
わ
た
り
そ
の
職
を
務

め
ら
れ
、
特
に
、
農
業
振
興
に
関
し
て
卓
越
し
た

識
見
と
指
導
力
を
発
揮
し
、
健
全
な
本
町
農
業
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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成
二
十
七
年
度
　
友
好
親
善
交
流
派
遣
事
業

挙
出
前
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

平

選

　
本
年
度
で
、
事
業
開
始
か
ら
二
十

七
年
目
を
迎
え
る
友
好
親
善
交
流
派

遣
事
業
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら

み
や
ぎ
蔵
王
三
源
郷
推
進
協
議
会
の

事
業
と
し
て
、
蔵
王
・
川
崎
・
村
田

の
三
町
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
名
ず
つ
計

六
名
を
英
国
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
村
田
町
か
ら
、
久
保
田

龍
弥
さ
ん
と
山
家
麻
莉
さ
ん
が
派
遣

生
と
し
て
七
月
二
十
九
日
に
、
英
国

フ
リ
ン
ト
シ
ャ
ー
へ
向
け
出
発
し
、

ホ
ス
ト
家
庭
で
英
国
の
生
活
や
、
ロ

ン
ド
ン
観
光
な
ど
の
貴
重
な
体
験
を

終
え
て
、
八
月
十
二
日
に
英
国
研
修

生
と
と
も
に
、
日
本
へ
戻
り
ま
す
。

　
英
国
研
修
生
は
日
本
滞
在
中
に
、

各
町
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
ホ
ス
ト

家
庭
で
の
生
活
を
体
験
し
、
八
月
二

十
四
日
に
英
国
へ
帰
国
し
ま
す
。

○
久く

保ぼ

田た

　
龍
り
ゅ
う

弥や

さ
ん
（
菅
生
下
）

仙
台
三
桜
高
等
学
校
　
一
年

　
今
回
の
事
業
に
応
募
し
た
理
由

は
、
日
本
か
ら
一
歩
外
に
出
て
外
国

の
文
化
、
生
活
に
つ
い
て
学
び
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
外
国
に
つ

い
て
学
び
、
更
に
イ
ギ
リ
ス
で
の
友

達
も
た
く
さ
ん
作
り
た
い
で
す
。

○
山や

ん

家べ

　
麻ま

莉り

さ
ん
（
本
町
）

仙
台
二
華
高
等
学
校
　
二
年

　
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
土
地
で
い

ろ
い
ろ
な
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
、
良
い
機
会
を
い
た
だ
け
て
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
か
ら
海
外
の
文
化
に
興
味
が

あ
っ
た
の
で
、
向
こ
う
の
方
々
と
楽

し
く
交
流
し
な
が
ら
見
聞
を
広
め
成

長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ム
・
エ
ン
ト
ウ
ィ
ッ
ス
ル
さ
ん

（
ホ
ス
ト
家
庭
：
久
保
田
さ
ん
）

ル
ー
ク
・
デ
ー
ビ
ス
さ
ん

（
ホ
ス
ト
家
庭
：
久
保
田
さ
ん
）

エ
ミ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
さ
ん

（
ホ
ス
ト
家
庭
：
山
家
さ
ん
）

七
月
一
日
、
村
田
高
校
で
二
年
生

を
対
象
に
、
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員

会
・
宮
城
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
主
催
に
よ
る
、
選
挙
出
前
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
選
管
の
担
当
者
か
ら
将
来
の
有

権
者
で
あ
る
生
徒
に
向
け
て
、
選
挙

の
重
要
性
や
、
制
度
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
っ
た
後
に
、
実
際
の
選
挙
で

使
用
さ
れ
る
記
載
台
や
投
票
箱
を
用

い
た
模
擬
投
票
が
行
わ
れ
、
参
加
し

た
生
徒
は
「
選
挙
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
た
。」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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一
回
庭
木
剪
定
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
！

庭
教
育
学
級
を
開
催
し
ま
し
た
！

第

家
　
六
月
二
十
四
日
、
沼
辺
幼
稚
園
、
二
十
八
日
、

村
田
幼
稚
園
に
お
い
て
保
護
者
及
び
親
子
を
対
象

に
家
庭
教
育
学
級
（
む
ら
た
っ
子
応
援
団
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
事
業
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
親
の
学
び
研
修
会
と
し
て
「
親

子
間
の
愛
着
形
成
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
師
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
応
援
団

ひ
よ
こ
理
事
長
齋
藤
勇
介
氏
、
同
理
事
中
保
良
子

氏
か
ら
は
、
保
護
者
の
方
々
に
親
と
子
の
こ
こ
ろ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
親
子
が
ふ
れ
あ
う
時
間
の
重
要

性
や
望
ま
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を

学
ぶ
目
的
と
し
た
「
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
講
師
の
幼
児
体
育
研
究
所
仙
台
支
部
吉
田
英
治

氏
、
同
遠
藤
昭
成
氏
か
ら
、
親
子
で
体
を
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
遊
び
（
運
動
）
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
は
や
ね
・
は
や
お
き
・
あ
さ
ご
は

ん
体
操
や
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
と
お
し
て
、
充
実
し

た
時
間
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
七
月
二
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
、
村
田
第
一
中

学
校
を
会
場
に
第
一
回
庭
木
剪
定
講
習
会
（
成
人

教
養
講
座
及
び
む
ら
た
っ
子
応
援
団
事
業
）
を
開

催
し
ま
し
た
。
初
心
者
か
ら
経
験
者
の
方
ま
で
、

十
五
名
（
男
十
二
名
、
女
三
名
）
が
受
講
し
、
太

田
造
園
太
田
善
雄
氏
の
指
導
の
も
と
、
マ
ツ
、
サ

ツ
キ
、
ツ
ツ
ジ
等
の
樹
木
の
種
類
や
剪
定
時
期
、

道
具
の
正
し
い
使
い
方
や
剪
定
の
仕
方
を
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
村
田
第
一
中
学
校
二
年
生
が
剪
定

さ
れ
た
木
枝
等
の
撤
去
作
業
や
剪
定
作
業
を
と
お

し
て
、
受
講
者
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　
第
二
回
目
は
九
月
二
十
九
日
（
火
）
村
田
第
二

中
学
校
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。

▲熱心に耳を傾ける保護者

▲はやね・はやおき・あさごはん体操

▲剪定した庭木を背景に記念撮影
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一
回
む
ら
た
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ

を
開
催
し
ま
し
た
！

万
匹
の
ス
ズ
ム
シ
」
を
放
虫

第

「
一

　
六
月
二
十
八
日
、
中
央
公
民
館
を
会
場
に
第
一

回
む
ら
た
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
東
北
福
祉
大
学
教
授
の
小
石
川
秀
一
先

生
を
迎
え
、
同
大
学
生
十
名
の
指
導
補
助
を
頂
き

な
が
ら
、「
万
華
鏡
づ
く
り
」
を
と
お
し
て
「
鏡
の

不
思
議
」
や
「
光
の
反
射
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
小
学
生
と
保
護
者
三
十
九
名
は
、
先

生
の
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
指
導
の
も
と
、
思
い

思
い
に
自
分
だ
け
の
万
華
鏡
を
作
り
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
を
と
お
し
て
、
友

達
や
親
子
の
交
流
を
深
め
る
貴
重
な
ひ
と
時
と
な

り
ま
し
た
。

　
七
月
二
日
、
村
田
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が
、
約

一
万
匹
の
ス
ズ
ム
シ
の
幼
虫
を
城
山
公
園
に
放
虫

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
村
田
町
出
身
の
二
瓶
信
男
さ
ん

（
大
河
原
町
在
住
）
が
、
人
口
ふ
化
さ
せ
た
ス
ズ

ム
シ
の
幼
虫
を
村
田
町
に
提
供
し
、「
生
ま
れ
育
っ

た
村
田
町
を
ス
ズ
ム
シ
の
音
色
が
聞
こ
え
る
町
に

し
た
い
」
と
の
ご
厚
意
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
二
瓶
さ
ん
か
ら
ス
ズ
ム
シ
に
関

す
る
話
を
聞
い
た
後
、
ス
ズ
ム
シ
の
音
色
が
聞
こ

え
て
来
る
日
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
城
山
公
園
で

ス
ズ
ム
シ
の
幼
虫
を
放
し
ま
し
た

　
ス
ズ
ム
シ
の
き
れ
い
な
音
色
は
、
八
月
末
頃
か

ら
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。

▲万華鏡を一生懸命作りました

▲園児に話をする二瓶さん

▲スズムシの幼虫を放つ園児たち
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権
の
花
運
動
」

ン
パ
ン
マ
ン
が
や
っ
て
き
た

「
人

ア
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
未
就
学
児
向
け
の
遊

具
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
滑
り
台
、
リ
ン
グ
登
り
、
ト
ン
ネ
ル
、
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
等
た
く
さ
ん
の
遊
び
の
要
素
に
加
え
、
大

き
な
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
付
い
て
い
る
複
合
遊
具
で

す
。

　
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
　

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
８
月
中
、

簡
易
の
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
室
内
で
は
飲
食
も
で
き
ま
す
の
で
お
弁
当
を

持
っ
て
来
る
と
、
一
日
遊
べ
ま
す
。
な
お
、
セ
ン

タ
ー
内
の
利
用
は
、
平
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
利

用
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　 

☎
八
三
│
三
九
〇
一

　
六
月
三
日
、
村
田
第
二
小
学
校
一
・
二
年
生
と

あ
す
な
ろ
学
級
の
児
童
五
十
七
名
、
二
十
四
日
に

は
村
田
小
学
校
五
年
生
の
児
童
五
十
八
名
が
人
権

の
花
運
動
と
し
て
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
法
務
省
の
委
託
事
業
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
相
互
に
協
力
し
合

い
な
が
ら
、
花
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
命

の
大
切
さ
や
相
手
を
思
い
や
る
心
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
人
権
擁
護
委
員
か
ら
花
の
苗

が
伝
達
さ
れ
た
後
、
花
が
咲
く
の
を
楽
し
み
に
し

な
が
ら
、
村
田
第
二
小
学
校
で
は
ア
ン
ゲ
ロ
ニ
ア

の
苗
３
株
、
村
田
小
学
校
で
は
ペ
チ
ュ
ニ
ア
の
苗

３
株
を
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
付
け
、

昇
降
口
や
プ
ー
ル
の
周
り
に
並
べ
ま
し
た
。
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田
の
初
夏
の
味
　
そ
ら
豆
イ
ベ
ン
ト
開
催

国
の
工
芸
家
が
集
結
！
蔵
の
町
む
ら
た
工
芸
市

村

全

　
村
田
町
の
特
産
品
「
そ
ら
豆
」
の

イ
ベ
ン
ト
が
六
月
上
旬
、
道
の
駅
村

田
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
四
日
は
、
そ
ら
豆
ゆ
う
パ
ッ

ク
の
出
発
式
が
あ
り
、
町
と
郵
便
局
、

生
産
者
代
表
ら
が
出
席
し
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
っ
た
後
、
そ
ら
豆
が
全

国
各
地
に
運
ば
れ
て
行
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
六
月
六
日
と
七
日
の
両
日
、

箱
詰
め
の
そ
ら
豆
販
売
と
そ
ら
豆
袋

つ
め
放
題
そ
し
て
そ
ら
豆
の
炭
火
蒸

焼
き
が
振
る
舞
わ
れ
、
訪
れ
た
お
客

さ
ん
は
、
初
夏
の
味
覚
を
存
分
に
楽

し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　
今
年
は
六
月
六
日
か
ら
二
十
一
日

ま
で
「
そ
ら
豆
販
売
推
奨
期
間
」
の

予
定
で
し
た
が
、
天
候
不
順
の
影
響

で
そ
ら
豆
の
出
荷
が
早
ま
り
、
収
量

不
足
の
た
め
八
日
以
降
は
、
そ
ら
豆

の
箱
詰
め
で
の
販
売
と
そ
ら
豆
袋
詰

め
放
題
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
で
九
回
目
を
迎
え
た
「
工
芸

市
」
が
六
月
十
三
日
と
十
四
日
の
二

日
間
、
町
民
体
育
館
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
外
の
工
芸
家
に
よ
る
展
示
販

売
や
実
演
の
ほ
か
、
商
工
会
女
性
部

が
販
売
す
る
村
田
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
「
豆
チ
リ
ラ
イ

ス
」
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
人
た
ち
は
作
品
を
手
に
と

り
、
工
芸
家
と
話
を
し
な
が
ら
、
お

気
に
入
り
の
一
品
を
見
つ
け
て
い
た

よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
村
田
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
販
売
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が

買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

▲そら豆ゆうパック出発式

▲くらりんも炭火蒸焼きのお手伝い



田
高
校
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

村　
村
田
高
校
で
は
、
今
年
度
も
生
徒
た
ち
が
「
地

域
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
。
人
の
た
め
に
な
に
か

を
し
た
い
。」
と
い
う
思
い
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
地
域
の
清
掃
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
活
動
中
に
「
ご
苦
労
さ
ん
ね
。
あ
り
が
と
う
。」

と
い
う
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
言
葉
が
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
心
が
洗
わ
れ
る
」
な
ど
生
徒
た
ち
の

自
信
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
村
田
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
、
町
を
き
れ
い
に
し

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
善
意
の
寄
附
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

丹
羽　

幸
子　

様

●
金
五
万
円

（
村
田
保
育
所
保
育
教
材
資
金
と
し
て
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
頂
き
ま
し
た
。

（
氏
名
掲
載
の
了
承
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
）

●
金
一
万
円

信
田　

和
宏　

様
、
玉
山　

た
み
碩　

様

龍
田　

雄
二　

様
、
戸
塚　

康
人　

様

三
宅　

洋
彰　

様
、
谷
口　

智
一　

様

別
所　

重
男　

様
、
福
島　

督　

様

上
川　

一
郎　

様
、
竺
原　

弘　

様

川
口　

直
広　

様
、
山
本　

義
明　

様

江
尻　

豊
一　

様
、
平
石　

敏
人　

様

櫻
井　

健
太　

様
、
上
原　

寛
史　

様

酒
巻　

昭　

様
、
清
家　

健　

様

島
田　

巧　

様
、
加
藤　

睦　

様

三
瓶　

裕
喜　

様
、
江
口　

大
彦　

様

中
上　

勝
政　

様
、
冨
田　

彰　

様

鯉
田　

勲　

様
、
石
田　

聡
子　

様

中
林　

正
尭　

様
、
徳
増　

雄
平　

様

野
崎　

真
以　

様
、
鉢
嶺　

清
範　

様

大
沼　

克
典　

様

●
金
二
万
円

 　

平
野　

弘　

様

●
金
三
万
円

　

多
湖　

理　

様

●
金
五
万
円

　

芳
賀　

史
郎　

様
、
広
沢　

義
晴　

様

●
金
二
十
万
円

　

蘇
原　

寛
泰　

様

　
村
田
町
へ
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

1010
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中
学
生
が
大
活
躍
！

五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
各
種
大
会

に
お
い
て
、
第
一
中
学
校
、
第
二
中
学
校
の
生
徒
の

皆
さ
ん
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
素
晴
ら

し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
柴
田
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
五
月
三
十
日
・
三
十
一
日
開
催
）

【
団
体
の
部
】

〈
第
一
中
学
校
〉

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
　
準
優
勝

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
　
準
優
勝

▼
野
球
　
第
三
位

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
　
第
三
位

▼
卓
球
男
子
　
第
三
位

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
　
第
三
位

▼
サ
ッ
カ
ー
　
第
三
位

〈
第
二
中
学
校
〉

▼
卓
球
男
子
　
優
勝
（
県
大
会
出
場
）

▼
卓
球
女
子
　
準
優
勝

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
　
第
三
位

【
個
人
の
部
】

〈
第
一
中
学
校
〉

▼
柔
道
男
子
60
㎏
以
下
級

第
一
位
　
猪
股
　
尚
晃
（
県
大
会
出
場)

▼
柔
道
男
子
90
㎏
以
下
級

第
１
位
　
井
上
　
裕
斗
（
県
大
会
出
場)

▼
柔
道
女
子
無
差
別
級

第
一
位
　
吉
川
　
野
乃
花
（
県
大
会
出
場)

▼
柔
道
男
子
50
㎏
以
下
級

第
２
位
　
鈴
木
　
雷
人

▼
柔
道
男
子
55
㎏
以
下
級

第
３
位
　
鈴
木
　
淳
斗

▼
卓
球
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
一
位
　
関
　
優
矢
（
県
大
会
出
場)

〈
第
二
中
学
校
〉

▼
卓
球
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
二
位
　
丸
子
　
颯
樹
（
県
大
会
出
場)

▼
卓
球
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
三
位
　
加
藤
　
琉
聖
（
県
大
会
出
場)

●
柴
田
郡
中
体
連
陸
上
競
技
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
六
月
十
二
日
開
催
）

〈
第
一
中
学
校
〉

▼
共
通
２
０
０
ｍ
男
子

第
一
位
　
半
澤
　
隆

　
　
　
　
（
県
大
会
出
場･

大
会
新
記
録)

▼
共
通
２
０
０
ｍ
男
子

第
四
位
　
村
上
　
雅
弥
（
県
大
会
出
場)

▼
共
通
８
０
０
ｍ
男
子

第
一
位
　
新
名
　
竜
也

　
　
　
　
（
県
大
会
出
場･

大
会
新
記
録)

▼
共
通
８
０
０
ｍ
男
子

第
五
位
　
柴
田
　
理
玖
（
県
大
会
出
場)

▼
二･

三
年
１
５
０
０
ｍ
女
子

第
１
位
　
佐
藤
　
絢
菜
（
県
大
会
出
場)

▼
三
年
１
０
０
ｍ
女
子

第
六
位
　
山
家
　
瑠
華
（
県
大
会
出
場)

▼
共
通
走
幅
跳
男
子

第
三
位
　
石
山
　
裕
也
（
県
大
会
出
場)

▼
共
通
走
高
跳
男
子

第
三
位
　
佐
藤
　
佑
樹

▼
共
通
走
高
跳
女
子

第
一
位
　
藤
井
　
幸
奈
（
県
大
会
出
場)

▼
共
通
四
種
競
技

第
三
位
　
佐
藤
　
晴
香

〈
第
二
中
学
校
〉

▼
共
通
２
０
０
ｍ
女
子

第
二
位
　
齋
藤
　
寧
々
（
県
大
会
出
場)

▼
共
通
４
０
０
ｍ
男
子

第
二
位
　
小
関
　
遥
翔
（
県
大
会
出
場) 

▼
共
通
４
０
０
ｍ
男
子

第
五
位
　
岡
崎
　
凌
大
（
県
大
会
出
場)

▼
砲
丸
投
げ
男
子

第
三
位
　
佐
藤
　
達
也
（
県
大
会
出
場
）

●
柴
田
郡
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

　
　
　
　
　
　
（
六
月
二
十
二
日
開
催
）

〈
第
一
中
学
校
〉

▼
５
０
ｍ
男
子
自
由
形

第
三
位
　
半
澤
　
隆
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第
十
三
回
村
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
村
田
町
塩
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
大

会
は
、
十
七
チ
ー
ム
一
〇
二
名
の
参
加
者
で
試
合
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
試
合
後
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
大
会

も
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

大
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
開
催
日
　
六
月
十
四
日

▼
結
　
果
（
敬
称
略
）

〈
団
体
の
部
〉

　
優
　
勝
　
本
町
Ａ
（
大
河
原
管
内
大
会
出
場
）

　
準
優
勝
　
石
生
Ａ
（
大
河
原
管
内
大
会
出
場
）

　
第
三
位
　
荒
町
Ａ
（
大
河
原
管
内
大
会
出
場
）

〈
個
人
の
部
〉

　
優
　
勝
　
平
間
　
勝
行
（
本
町
Ａ
）

　
準
優
勝
　
髙
橋
　
馨
（
本
町
Ａ
）

　
第
三
位
　
髙
田
　
忠
吉
（
沼
辺
Ａ
）

第
三
十
五
回
村
田
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
村
田
町
常
設
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
た
こ

の
大
会
は
、
各
チ
ー
ム
と
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
戦
略
を
練
り
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
進
め
、
元

気
い
っ
ぱ
い
試
合
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
開
催
日
＝
六
月
二
十
三
日

▼
結
　
果
（
敬
称
略
）

　
優
　
勝
　
足
立
（
大
河
原
管
内
大
会
出
場
）

　
準
優
勝
　
内
町
（
大
河
原
管
内
大
会
出
場
）

　
第
三
位
　
谷
山
（
大
河
原
管
内
大
会
出
場
）

第
二
十
七
回
村
田
町
ヘ
ル
シ
ー
ふ
る
さ
と
ス

ポ
ー
ツ
大
会

　
大
河
原
管
内
大
会
予
選
会
を
兼
ね
た
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
、
町
内
各
会
場
で
開
催
さ
れ
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
の
三
種
目
で
白

熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
開
催
日
＝
七
月
五
日

▼
結
　
果
（
敬
称
略
）

〈
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉

優
　
勝
　
千
塚
（
大
河
原
管
内
大
会
出
場
）

準
優
勝
　
菅
生
（
大
河
原
管
内
大
会
出
場
）

第
三
位
　
本
町
・
西
足
立

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〉

優
　
勝
　
関
場
（
大
河
原
管
内
大
会
出
場
）

準
優
勝
　
小
泉

第
三
位
　
荒
町
・
鹿
野

〈
ペ
タ
ン
ク
　
一
般
の
部
〉

優
　
勝
　
寄
井
（
大
河
原
管
内
大
会
出
場
）

準
優
勝
　
東
足
立
Ａ
（
大
河
原
管
内
大
会
出
場
）

第
三
位
　
西
足
立
Ｂ
・
田
辺

（
大
河
原
管
内
大
会
出
場
）

〈
ペ
タ
ン
ク
　
子
ど
も
の
部
〉

優
　
勝
　
内
町
（
大
河
原
管
内
大
会
出
場
）

準
優
勝
　
本
町
（
大
河
原
管
内
大
会
出
場
）
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村
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
か
ら
の
お

知
ら
せ

　
村
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、
各
種

大
会
に
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

出
場
し
た
大
会
で
の
上
位
入
賞
者
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
第
七
回
宮
城
県
な
で
し
こ
大
会

会
　
場
　
シ
ェ
ル
コ
ム
仙
台

開
催
日
　
四
月
二
十
七
日

結
　
果
　
優
勝
　
目
黒
　
キ
ン
子

●
宮
城
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
春
季
交
歓

　

仙
台
大
会

会
　
場
　
シ
ェ
ル
コ
ム
仙
台

開
催
日
　
五
月
二
十
五
日

結
　
果
　
赤
組
　
優
勝
　
吉
野
　
初
見

　
　
　
　
　
　
　
　
六
位
　
菊
地
　
新
一

　
　
　
　
　
黄
組
　
三
位
　
齋
藤
　
明
善

●
宮
城
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
県
南
ブ
ロ

ッ
ク
二
・
三
級
普
及
指
導
員
研
修
交
歓
大
会

会
　
場
　
柴
田
町
総
合
運
動
場

開
催
日
　
六
月
四
日

結
　
果
　
優
勝
　
齊
藤
　
明
善

●大河原管内大会のお知らせ
今年度の大河原管内大会は、８月 30 日（日）に村田町で開催されます。村田町代表として出

場するチームの皆さんは頑張ってください。



　「らくがきコーナー」は、黒色のサインペンや万年筆を使って、はっきりと描いてください。（ペンネーム

だけでなく、住所や氏名、行政区もきちんと書いてね。）「町民文芸」も募集中です。初投稿の方も大歓迎です！

※投稿作品が多い場合や投稿内容によっては、総務課で掲載作品を選ばせていただきます。

（
ら
く
が
き
コ
ー
ナ
ー
）

（
町
民
文
芸
）

総務課　総務班　☎83-2111
保健センター　☎83-2312

 　次号の対象となるのは、平成26年８月、９月生まれのお子さまです。
掲載を希望する場合は、１か月以内に撮影した写真と掲載依頼書を保健
センターの｢１歳児お誕生相談｣の際にお持ちください。直接、役場へ提出
される場合は、９月７日（月）までに総務課へお持ちください。
　なお、自宅での撮影をご希望の方は、９月２日（水）までに総務課へご連
絡ください。撮影にお伺いします。
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▲P.N薄木はるぴょん（関場） ▲P.N まやぴ（寄井）

▲P.N シュガー（関場）

       

・
俳

　
　
句

秋さ

ん

ま

刀
魚
焼
く
裏
を
返
せ
ば
海
の
色

後
藤
　
信
夫

元
気
よ
く
生
き
も
の
が
か
り
水
の
中

大
友
　
美
恵
子

草
刈
に
セ
キ
レ
イ
寄
り
て
虫
を
追
い

田
園
の
蛙
の
宴
月
影
に

小
林

か
な
か
な
や
濡
れ
縁
で
聞
く
夕
間
暮
れ

新
じ
ゃ
が
や
土
間
の
真
中
に
積
ま
れ
け
り

晴
間
見
て
一
畝
だ
け
の
夏
大
根

鈴
木
　
恵
子

       

・
短

　
　
歌

あ
の
街
へ
歩
く
し
あ
わ
せ
届
い
た
ら

鳥
も
よ
ろ
こ
び
シ
ャ
ク
ヤ
ク
き
れ
い

大
友
　
美
恵
子

       

・
川

　
　
柳

夕ゆ
う

餉げ

ど
き
隣と

な

り家
の
匂に

お

い
で
チ
ビ
リ
吞の

む

蕪
田
　
礼

申
し
訳
ほ
ど
の
水
着
に
目
を
つ
ぶ
る

助
　
丸

退
職
後
「
男
女
同
権
」
叫
び
た
い

そ
の
後
の
亭
主

元
気
で
る
　
テ
レ
ビ
体
操
見
る
だ
け
で

凡
　
老

「
そ
な
こ
と
で
怒お

こ

ら
ん
と
き
‼
」
と

怒お
こ

ら
れ
た

タ
ケ
マ
ロ

毎
日
が
坂
こ
ろ
が
し
で
過
ぎ
て
ゆ
く

如
　
風
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加
か

藤
とう

　未
み さ

彩ちゃん
（保護者：健司・聖美）本郷

●お誕生日おめでとう。これからも笑顔
で元気に育ってね。

（パパ・ママより）

小
お ぎ そ

木曽　凛
りん

ちゃん
（保護者：弘太・美里）小泉西町

●りん１歳おめでとう。これかもニコニ
コなりんでいてね♡

（家族のみんなより）

南
なん

部
ぶ

　駿
しゅん

介
すけ

くん
（保護者：裕子）内町

●笑顔のかわいい駿ちゃんは我が家のア
イドル。すくすく育ってネ。

（家族みんなより）

薄
うす

木
き

　駿
しゅん

太
た

郎
ろう

くん
（保護者：韓鑫新・彩花）石生

●駿太郎の笑顔にみんなが癒されてる
よ !! これからも、すくすく元気に大きく
なってね。

（家族のみんなより）

佐
さ

藤
とう

　夏
なつ

羽
は

ちゃん
（保護者：勉・あゆみ）沼田

●毎日寝顔と笑顔に癒されているよ。こ
れからも元気にすくすく大きくなってね !

（お父さん・お母さんより）

新
しんかい

貝　碧
あお

馬
ま

くん

（保護者：渉・衣里菜）関場
●いつもニコニコ碧馬に元気をもらって
るよ♪これからもその素敵な笑顔で元気
に育ってね！

（家族みんなより）

佐
さ

藤
とう

　葵
あお

くん

（保護者：剛・方美）足立西
●１歳おめでとう！笑顔の葵が大好きだ
よ♡これからも元気いっぱいの優しい子
に育ってね。

（家族のみんなより）



　６月 24 日に行われた３歳６か月児健診で、むし歯がゼロだった
みんなを紹介します。これからも歯を大切にしようね !
　“むし歯ゼロの子”には、むし歯の治療が完了しているお子さん
も含みます。むし歯予防も大切ですが、定期的に歯科健
診を受け、お口の中の状態を知ることも大切です。むし
歯ができてしまったら、早期に治療しましょう。

むし歯むし歯むし歯

中
なかはた

畑　瑠
る

美
み

ちゃん
（小泉東）

岩
い わ ま

間　日
ひ よ り

和ちゃん
（小泉西町）

荒
あ ら き

木　玲
れい

愛
ら

ちゃん
（本　郷）

猪
いのまた

股　龍
りゅう

成
せい

くん
（荒　町）

渋
しぶ

口
ぐち

　大
や ま と

和くん
（足立東）

村
むらかみ

上　愛
あ

幸
こ

ちゃん
（沼　田）

櫻
さくらなか

中　大
や ま と

和くん
（足立西）

横
よこやま

山　蘭
ら

空
ら

ちゃん
（本　町）

渡
わたなべ

邊　　朔
さく

くん
（千　塚）

たか

野
の

　幸
さ ち や

也くん
（石　生）


